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failure”は経口剤併用期間の違いによる有意な差は認められなかった（21.2% vs. 13.0%, 
p=0.31）。アリピプラゾール持効性注射剤の中止理由は効果不十分（N=6）とアカシジア
（N=1）であった。“２週間超群”は“２週間群”と比較して向精神薬の追加投与が有意に少な
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